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未来共創ワークショップ報告（概要・補足資料）

まちの将来像を市へ提案することを目的とし、令和7年に全4回のワークショップを実施しました。
会場：紀の川市役所 本庁舎 ７階 ラウンジ
申込者総数：２９名

第2回第1回 第3回 第4回

紀の川市はどんなまちに
なってほしい！？

紀の川市って
どんなまち！？

紀の川市の今後の
まちづくりって！？

紀の川市の将来像を
市に提案する！

グループワークグループワーク グループワーク グループワーク

 まちの将来像の提案
 まちの将来像
 まちの将来像実現のためや
るべきこと

 まちの将来像 紀の川市のよいところ
 足りないところ

10/25 11/15 11/29 12/13

（１）参加者年齢分布 （２）参加者性別分布

（3）内容

⇒各回ともグループワークの結果は模造紙にまとめる
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第1回 紀の川市ってどんなまち！？-実施結果

紀の川市のよいところ 紀の川市の足りないところ

A
グループ

• 自然豊かで心地よい
• 都市圏（大阪府）に近い
• 人柄があたたかい
• すごしやすい気候
• 災害が少ない

• 物流、県外（海外）との仕事
• 農業・介護の仕事が多い
• 給食が無料
• 野菜、くだものが美味い
• 学童保育が充実している

• 子どもの遊び場
• 出産施設
• 子どもの安全性
• 都会に行くと戻ってこれない
• 高学歴の仕事がない

• 都市圏への道路が未整備
• ショッピングモール的な複合
施設

• 安全な避難場所
• 新しい人と話す機会

B
グループ

• 様々な農作物
• 四季折々の自然環境
• フルーツ王国
• あったかい市民
• 子育てがしやすい

• おいしいパフェ
• 歴史遺産
• 大阪に近い
• オンデマンドバス
• 関空が近い

• インフラ整備
• 公園
• 電車、バス
• ショッピングモール
• 企業など働く場所

• 紀の川市にちなんだイベント
• 情報発信力
• 高齢者が生活しにくい
• 父親の子育て支援

C
グループ

• 静か
• 適度に田舎
• 気候が温暖
• 自然豊か
• 大阪と奈良が近い

• 災害が少ない
• くだものがおいしい
• 人がやさしい
• 子育てが充実
• 公共施設が比較的立派

• あそび場など子どもの居場所
• 週末出かけられるところ
• にぎわう場所
• 情報が少ない
• 移住につながるしくみ

• 産科のある病院
• 地元がうるおう企業
• 文化的な活動
• 仕事場
• 旧5町の意識が深い

D
グループ

• 健康診断が受けやすい
• 介護予防の取組が積極的
• 図書館など公共施設が便利
で立派

• 空気がきれい

• 風景がきれい
• 住民同士のつながりがある
• 季節ごとに果物がある
• パラグライダーがある
• 災害が少ない

• 農地の放置対策
• 住民がもっと参加したくなる
行事

• 高齢者へのサポート
• 人口減少への対応

• バスの本数を増やしてほしい
• 住み良くするルール
• 各町のつながりが密になるほ
うがよい

• フルーツ産地めぐりで活性化

E
グループ

• 静かな環境
• 都会に比べ人が穏やか
• 野菜、フルーツが豊富
• 土地が安い
• 子育て支援

• 移住者支援
• 産業・流通の便が良い
• 道が混みにくい
• 転入者が増加傾向
• 災害が少ない

• 交通が不便
• 新たな人口と交流がない
• 文化推進
• 図書館の蔵書
• 人口減少

• 高学歴の仕事がない
• 安全な避難場所がない
• 遊ぶ場所がない
• 休日過ごす場所が少ない
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第２回 紀の川市はどんなまちになってほしい！？-実施結果

ももぷるチーム じくぷるチーム きうぷるチーム

＜WSで出た主な意見＞
• 既住者と転入者が共存するまちにした
い

• 若い世代の挑戦を上の世代が支え、世代
間交流を促進し顔見知りになることで災
害対策につなげたい

• 一人ひとりの力を集め協働し、新しいも
のを創り出したり、伝統を受け継いでい
きたい

＜WSで出た主な意見＞
• 旧5町が実質的に合併し公民館活動や
縦割りの解消を進めることや、行政と市
民が同じ温度感で市政に取り組める仕
組みづくりが必要である

• 市の魅力の体験や教育体制の充実、地
域の高等教育機関との連携、文化活動
の活性化を図りたい

＜WSで出た主な意見＞
• 安心して自分らしく過ごせ、季節を感じ
られる環境にしたい

• 体験や学びが充実し多世代・他地域・異
業種との交流ができる場にしたい

• 挑戦しやすくサポートやインフラ整備も
充実し距離にとらわれず夢を追えるまち
にしたい

田園とし
せだいこうりゅう
ちからをあつめる

自然あふれる
住みよいまち

のびのび ・ ふむふむ・わくわく

いちごっぷるチーム さくぷるチーム

＜WSで出た主な意見＞
• 特産であるフルーツなど重点産業であ
る農業を重点させたい

• 生活に必要な医療や福祉の安全と安心
を確保したい

• 多様な人が集まるコミュニティが連携す
る仕組みを構築し、個々の力を合わせて
大きな力にし、よりよい紀の川市を目指
したい

＜WSで出た主な意見＞
• さまざまな年代の人が途切れることなく
つながる仕組みや場所が必要である

• 紀の川市の特徴であるフルーツ王国を
表現したい

• 街灯などを含め紀の川市が輝き煌めく
まちをめざしたい

豊かな実り
安全安心

共生でシェアする紀の川市

ぷるっと 煌めく
共生のまち
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第３回・第４回 紀の川市の将来像を作成し、市に提案する！ -実施結果

将来像 将来像に込めた想い

世代交流 力を集める 持続可能な でんえんとし 世代や住民同士の交流を大切にした持続可能な田園
都市づくりを将来像に設定した

自然あふれる住みよい町 自然が豊かで住みやすいまちであり、住民一人ひとり
が主役となり、質の高いまちづくりを目指したい

のびのび・ふむふむ・わくわく 様々な体験や学びが得られ、住民がのびのびと成長し、
わくわくできる紀の川市をみんなで目指したい

農と食、文化と人がつながる紀の川市！ 豊かな歴史や文化を発信し、世代や団体同士の交流を
深めることで、人が集まり誇りを持てる町にしたい

ぷるっと煌めく共生のまち 小さな粒を包み込むフルーツのように、ひとりひとりが
キラキラと輝ける、やさしく包み込むまちにしたい

参加者が考えたまちの将来像（「わたしたちがのぞむ10年後の紀の川市の姿」）


